
緑　の　風　景　計　画株 式 会 社  

■主旨・内容

　上野恩賜公園を、日本の新しい顔となる「文化の森」として創造・再生していくため、再生整

備事業が行われており、本計画地の竹の台広場は「文化の森」の中核となる広場である。

　本業務は、再生整備事業の一環として、竹の台広場に二つのカフェを新設するための基本・実

施設計及び施工監理を行ったものである。

　本施設は、公園の便益施設として、緑の多い公園の景観や空間に違和感なく馴染み、溶け込む

ように考え、建築の形態は周辺の環境、特に樹林との調和を図るものとして、構造は木造として、

屋根は樹高より低くし、樹形に溶け込む勾配屋根とした。建築の断面方法は、樹木、建物、深い

軒によって内と外をつないだ。深い軒を可能にするため、樹木の枝のような斜め柱で屋根を支え

た。建物内部からは、室ごとに、広場、噴水、樹林地と、建物を取り巻く異なる風景への見通し

を確保した。

■諸元

公園名称：　上野恩賜公園

施主　　：　東京都東部公園緑地事務所

所在地　：　東京都台東区

敷地面積：　Ａ1,241ｍ2，Ｂ1,345ｍ2

対象面積：　Ａ352.88ｍ2，Ｂ370.73ｍ2

業務内容：　基本・実施設計、施工監理

設計期間：　2010.06～2012.03

上野恩賜公園便益施設（カフェ）　　　      

公園便益施設・木造在来工法・景観形成

基本・実施設計、施工監理

プロポーザル特定業務

■広場と建築の空間構成

カフェＡ
・建築形態は、樹木をできるだけ残存
させるために主軸に沿って細長いＩ型
とした。
・竹の台広場中心から国立博物館への
軸線を主軸とする。広場両側に深い樹
林がある。
・主軸と樹林地に重点を置き、特に樹
林地を大切に考える。

カフェＢ
・Ｉ型の形態を基本として、桜並木の方向にも眺望を
開けるように小さな凸出部を設けて、Ｌ型とした。
・カフェＡと同様に既存の樹木をできるだけ残存さ
せる。　

主軸に平行する建物の屋根は、上野駅
方向から来る人、桜並木方向から来る
人、両方の視線を受け止めるアイキャッ
チとなる。

主軸に正対する屋根は、上野駅方向から来る人、
桜並木方向から来る人、両方の視線を受け止め
るアイキャッチとなる。

カフェＡをＩ型、カフェＢをＬ型とすることで、樹林地を背景
とした建物の屋根の視認性を高め、上野駅方向から来る人、桜
並木方向から来る人、両方の視線を受け止めるアイキャッチと
なる。

●客席からの見通し景観を大切にして、公園の広々とした空間や、季節ご
とに変化する景観を楽しむことができるようにする。
　　■■桜並木　■広場　　■噴水池　　■樹林地
●隣接施設に対しては、施設利用者の視線を遮蔽 (トイレ、交番）
●建物背面に、周囲から遮蔽された落ち着いたバックヤードを設置

東京国立博物館

→上野駅

↓桜並木

交番

■樹林地への見通し

■水景施設への見通し

■広場への見通し

■水景施設への見通し
■樹林地への見通し

■桜並木への見通し

■広場への見通し

■桜並木への見通し

水景施設

・木造建築とすることの意義
　　／建築、外構において、

多摩産材を多く使用する
ことによって、多摩の森
林産業の振興と森林荒廃
の抑制等に貢献する。

・本施設は公園の便益施設と
して公園利用者に違和感なく
親しまれ、公園の景観や空間
に馴染み、溶け込むものとす
る。
・建築の形態は、周辺の環境
特に樹林との調和を図る。
・構造は木造として、屋根は
樹高より低く、樹形に溶け込
む勾配屋根とする。
・樹林、建物、深い軒によっ
て、内と外を結ぶ。


